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調査概要

群馬県内高校生の就職・Ｕターン意識調査

■ 調査目的 県内高校生の将来の就職・Ｕターン意向の把握

■ 調査期間 令和6年9月3日～9月25日

■ 調査対象 県立高校在学生（１～３年） 33,424名（※）

■ 回 答 数 13,382名／回答率40.0％

■ 調査方法 オンライン調査（Microsoft Forms）
※群馬県統計課 令和6年度学校基本統計（学校基本調査）結果速報より
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アンケート調査結果 目次

群馬県内高校生の就職・Ｕターン意識調査

１ 回答者属性

２ 将来の就職に関する意向（全体、県外進学・県内就職希望者のみ）

３ 就職先希望地域

４ 県内就職を希望する生徒の意向

５ 県外就職を 〃

６ 就職先希望地域が未定の生徒の意向

７ 県外進学希望生徒のUターン意向

８ Uターンのために生徒が求める支援策

９ 県内就職支援の方向性



１ 回答者属性

4

1年生

36%

2年生

32%

3年生

31%

その他

1%

学年男性

53%

女性

45%

無回答

2%

性別

1年生, 19%

1年生, 65%

1年生, 16%
2年生, 21%

2年生, 70%

2年生, 9% 3年生, 20%

3年生, 79%

3年生, 1%

卒業後の進路
就職

進学

未定

■男女比はほぼ均等（男性53%、女性45%、無回答2%）
■学年比率は1年生が36％と最も多かった。
ただし、特定の学年に偏ることなく、全体としてバランスの取れた回答が得られた。

■卒業後の進路は全学年で就職が2割程度、進学が７割程度で、学年が上がるにつれて未定と回答した
生徒は減少

■進学希望者の進学先については「群馬県内」と「群馬県外」が40％と均等という結果であった

群馬県外

40%

群馬県内

40%

未定

20%

進学希望者の
進学先希望場所
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２-1 将来の就職に関する意向(全体）

■業種・職種・職場環境のうち最も重視するのは職場環境という結果となり、具体的な
業種や職種は未定でも、働き方のイメージはある生徒が多いことがわかった
■職場環境では「仕事の内容・やりがい」が最も多く、次いで「給与・昇給制度」、
「ワークライスバランスの確保」という回答が多かった
■「ワークライフバランスの確保」や「休暇制度の充実（育児休暇・介護休暇等）など
は一定の割合で回答があり、プライベートと仕事のバランスを重視したいという意向が
確認できた
■業種としては「公務員」「メーカー・製造」「ＩＴ系」への希望が多かった
■職種の希望としては、エンジニアやＳＥなど「技術・専門職」と「事務職」が同等の
割合で多く、文系と理系でそれぞれ人気職が異なると推測される

業種

10%

職種

32%職場環境

58%

この中で最も
重視する条件

8998

5977

5715

3603

2469

1985

1663

770

605

519

496

430

111

164

仕事の内容・やりがい

給与・昇給制度

ワークライフバランスの確保

休暇制度の充実（育児休暇・介護休暇等）

福利厚生・社内制度

服装や髪型の自由度

企業規模（大企業）

フレックスタイム制

リモート勤務可

キャリアアップ・研修・資格取得の機会

企業の社会的責任・倫理観

研修や社員教育（資格取得）

フリーアドレス

その他

重視する職場環境 ※最大3個選択可
3225

2347

2143

1723

1691

1287

970

948

783

589

576

563

160

157

137

1292

公務員（警察官・消防士・行政職員等）

メーカー・製造

ＩＴ・通信・インターネット

サービス・レジャー

マスコミ・広告・デザイン

流通・小売・フード

不動産・建設・設備

金融・保険

環境・エネルギー

医師・看護師・医療関係

運輸・交通・物流・倉庫

コンサルティング

未定

美容

保育士

その他

将来働きたい業種 ※最大3個選択可

3044

3034

2709

2664

2598

2457

2376

2022

134

1011

技術・専門職（エンジニア・SE・研究者等）

事務職

教育・福祉職

サービス業

クリエイティブ職（デザイナー・ライター・映像制作等）

医療職

製造・建設職

営業職

未定

その他

将来働きたい職種 ※最大3個選択可

・働きやすい環境づくりなど、選ばれる企業になるための取組支援
・生徒が求める企業の誘致

検討すべき支援策
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２-2 将来の就職に関する意向
(県外進学・県内就職希望者のみ）

【新卒でＵターン就職を考えている生徒の傾向】

■職場環境「仕事内容・やりがい」を重視するという回答が最も多い傾向は全体

と変わらなかった

■業種としては「公務員」と答えた割合が圧倒的となった。これは、Ｕターン就

職先の県内企業情報が不足又は偏りがあるためと考えられる

■職種は、全体で１位・２位だった「技術・専門職（エンジニア・SE・研究者

等）」「事務職」の回答が極端に減った

■以上から【求めている就職先が県内にない】という認識が生徒にあるのではな

いかと推測される

226

48

43

43

41

35

33

29

24

19

15

70

公務員（警察官・消防士・行政職員等）

ＩＴ・通信・インターネット

メーカー・製造

サービス・レジャー

不動産・建設・設備

環境・エネルギー

マスコミ・広告・デザイン

金融・保険

流通・小売・フード

コンサルティング

運輸・交通・物流・倉庫

その他・未定

将来働きたい業種（県外進学・県内就職希望生徒に限る）
※最大3個選択可

300

178

172

147

97

48

41

22

20

18

16

13

4

仕事の内容・やりがい

ワークライフバランスの確保（例：完全週休二日制・…

給与・昇給制度

休暇制度の充実（育児休暇・介護休暇等）

福利厚生・社内制度
企業規模（大企業）

服装や髪型の自由度

フレックスタイム制（勤務時間の自由度がある制度）

研修や社員教育（資格取得）

企業の社会的責任・倫理観

キャリアアップ・研修・資格取得の機会

リモート勤務可

その他

重視する職場環境（県外進学・県内就職希望生徒に限る）
※最大3個選択可

192

100

82

76

63

54

54

40

24

教育・福祉職

事務職

医療職

技術・専門職（エンジニア・SE・研究者等）

サービス業

営業職

クリエイティブ職（デザイナー・ライター・…

製造・建設職

その他

将来働きたい職種（県外進学・県内就職希望生徒に限る）
※最大3個選択可

２ー１のうち「県外進学」かつ「県内就職」を希望する生徒（＝新卒Ｕターン希望生徒）のみで抽出

検討すべき支援策 ・県外進学前など、早期の県内企業等に関する情報提供
・進路決定時の主な相談相手である、保護者や学校関係者への情報提供
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３ 就職先希望地域

■就職先希望地域は「群馬県内」と「未定」が同数で38％と最も多く、「群馬県外」は24％であった

■県外進学希望者のうち「群馬県内就職」は11％、「群馬県外就職」は55％で、県外に進学を希望する生徒の、新卒でのＵ
ターン志向の低さが目立った。一方「未定」も34％おり、この中から県内就職を希望する生徒を増やすことがＵターン率

の上昇に繋がると考えられる

■県内進学希望者では「群馬県内就職」57％、「未定」30％で、県内進学希望者は県内就職への意向が強いため、県内進学
希望者の県内就職意向を継続させ、「未定」の生徒を県内就職に目を向けさせることが重要

群馬県内

38%

群馬県外（都市圏）

19%

群馬県外（都市圏以外）

5%

未定

38%

将来の就職先希望地域
（進学・就職希望者どちらも含む）

県外就職希望

県外就職希望

県外就職希望

県内就職希望

県内就職希望

県内就職希望

未定 未定

未定

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

4000

群馬県外進学 群馬県内進学 未定

55%

30%

80%

11%

57%

11%

13%
11%

9%

(40%) (40%) (20%)

将来の就職先希望地域（進学希望者のみ）

34%

・在学時だけでなく卒業後も、企業情報提供など継続支援
・県内大学との連携など、県内進学者の県内定着支援

検討すべき支援策
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４ 県内就職を希望する生徒の意向

2838

2273

1305

1201

1150

653

552

61

通勤が楽

家族や友人が近くにいる

地元が好きだから

希望する就職先がある

生活費が安い

自然環境が良い

地域貢献したい

その他

県内就職を希望する理由（全体）※最大3個選択可

■県内就職を希望する理由としては「通勤が楽」が最も多く、通勤の利便性などに魅力感じている生徒が多いことがわかった

■「家族や友人が近くにいる」「地元が好き」といった、慣れた環境での生活に魅力を感じ、県内就職を希望する生徒も多い。これは県外進学率が50％以上の高校在学

生で抽出したところ傾向が強まった。

■男女別だと、男性は「希望する就職先がある」を選んだ生徒が女性より多かった

■一方、女性は男性より「家族や友人が近くにいる」を選んだ生徒が多く、安心感のある環境で働きたいという意向が強い

■個別回答では「親の意向」「災害の少なさ」を挙げる生徒も少なからずいた

1465

1009

708

682

599

325

293

32

通勤が楽

家族や友人が近くにいる

地元が好きだから

希望する就職先がある

生活費が安い

自然環境が良い

地域貢献したい

その他

【男性】

1328

1233

574

526

500

316

248

27

通勤が楽

家族や友人が近くにいる

地元が好きだから

生活費が安い

希望する就職先がある

自然環境が良い

地域貢献したい

その他

【女性】

検討すべき支援策 ・県内での魅力あるライフスタイルの訴求

1

3

47

60

63

74

81

104

134

在宅勤務で対応可能

親の意向

自然環境が良い

希望する就職先がある

地域貢献したい

生活費が安い

通勤が楽

地元が好きだから

家族や友人が近くにいる

県内就職を希望する理由 ※最大３個選択可
（県外進学率50％以上の高校在学生を抽出）
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５ 県外就職を希望する生徒の意向

■県外での就職を希望する生徒に理由を聞いたところ、県外でも都市圏と都市圏外で異なる結果となった
■都市圏に就職したい理由とすると「都市圏の生活環境の魅力」「趣味や興味に関するアクティビティの充実」など利便性の高い生活とと
もにライフスタイルに合った活動ができることに魅力を感じている生徒が多かった
■県外進学率が50％以上の高校在学生で抽出しても傾向は大きく変化はなかったが、都市圏以外の県外で就職したい理由として「自然環境
の豊かさ」を挙げる生徒の割合が増えた

1002

731

694

684

638

533

456

446

48

県外の生活環境に魅力を感じる

趣味や興味に関連するアクティビティが多い

スキルアップや視野を広げる機会を得たい

公共交通機関が充実している

希望する就職先がある

現在の地域や環境から離れたい

希望する就職先が県内にない

県外の方が福利厚生や給与が良い

その他

県外（都市圏）で就職したい理由 ※最大3個選択可

212

188

174

171

155

121

118

37

現在の地域や環境から離れたい

趣味や興味に関連するアクティビティが多い

希望する就職先がある

スキルアップや視野を広げる機会を得たい

自然環境の豊かさ

公共交通機関が充実している

生活コストが低い

その他

県外（都市圏以外）で就職したい理由  ※最大3個選択可

検討すべき支援策 ・県内での魅力あるライフスタイルの訴求

114

123

150

161

203

237

241

280

希望する就職先が県内にない

県外の方が福利厚生や給与が良い

希望する就職先がある

現在の地域や環境から離れたい

公共交通機関が充実している

趣味や興味に関連するアクティビティが多い

スキルアップや視野を広げる機会を得たい

県外の生活環境に魅力を感じる

県外（都市圏）で就職したい理由  ※最大３個選択可
（県外進学率50％以上の高校在学生を抽出）

3

23

27

34

41

46

47

49

地方支援のため

希望する就職先がある

公共交通機関が充実している

生活コストが低い

スキルアップや視野を広げる機会を得たい

趣味や興味に関連するアクティビティが多い

現在の地域や環境から離れたい

自然環境の豊かさ

県外（都市圏以外）で就職したい理由  ※最大３個選択可
（県外進学率50％以上の高校在学生を抽出）
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６ 就職先希望地域が未定の生徒の意向

■将来の就職先希望地域が未定の理由とすると「やりたい仕事や業界自体が未定」「求人や就職の状況がわからない」といった回答が多かった。また、女性は特にやり
たい仕事や業界自体が未定と答えたケースが最も多い。
■以上から、早期に県内の仕事や就職先の状況などを情報提供し、県内での仕事の意識づけを行うことが県内就職へのアプローチに繋がると考えられる
■また、県外進学率が50％以上の高校在学生で抽出したところ、「地域に対するこだわりがない」という回答が増えた。このことから、県内でも希望する仕事や良い条
件で働くことができるという意識付けを早期に行うことも重要である。

2067

1651

1563

1383

1037

745

643

282

151

85

将来やりたい仕事や業界がまだ決まっていない

各地域による求人や就職の状況がわからない

自分の希望や興味が具体的に決まっていない

地域に対するこだわりがない（仕事の機会や条件に応じて決定したい）

将来的なライフスタイルや生活環境が不明確

興味がある地域が複数ある

勤務地に対する優先順位が低い

各地域での生活や文化についての情報が不足している

親や家庭の意向により決定できていない

その他

就職先希望地域が未定の理由 ※最大3個選択可

774
761

270
257
257

189
110

54
14

44

将来やりたい仕事や業界がまだ決まっていない

各地域による求人や就職の状況がわからない

地域に対するこだわりがない（仕事の機会や条件…

興味がある地域が複数ある

自分の希望や興味が具体的に決まっていない

勤務地に対する優先順位が低い

将来的なライフスタイルや生活環境が不明確

各地域での生活や文化についての情報が不足して…

親や家庭の意向により決定できていない

その他

【男性】

747

522

272

240

168

116

116

32

29

22

将来やりたい仕事や業界がまだ決まっていない

各地域による求人や就職の状況がわからない

地域に対するこだわりがない（仕事の機会や条件…

興味がある地域が複数ある

自分の希望や興味が具体的に決まっていない

勤務地に対する優先順位が低い

将来的なライフスタイルや生活環境が不明確

各地域での生活や文化についての情報が不足して…

親や家庭の意向により決定できていない

その他

【女性】

検討すべき支援策
・県外進学前など、早期の県内企業等に関する情報提供
・進路決定時の主な相談相手である、保護者や学校関係者等への情報提供
・県内での魅力あるライフスタイルの訴求・学生が求める企業の誘致

2
6
7
12

59
93

178
183

215
248

261
341

その他
進学先による

海外・全国規模で働きたい（起業含む）
親や家庭の意向により決定できていない

各地域での生活や文化についての情報が不足している
興味がある地域が複数ある

各地域による求人や就職の状況がわからない
勤務地に対する優先順位が低い

将来的なライフスタイルや生活環境が不明確
自分の希望や興味が具体的に決まっていない

将来やりたい仕事や業界がまだ決まっていない
地域に対するこだわりがない（仕事の機会や条件に応じて決定したい）

就職先希望地域が未定の理由 ※最大３個選択可
（県外進学率50％以上の高校在学生を抽出）



11

７ 県外進学希望生徒のUターン意向

350

234

222

202

145

65

59

32

13

25

家族が近くにいる

地元の友人や知人と過ごしたい

地元が好き

生活費が安い

生活環境が魅力的

将来の家族計画やライフスタイルに適している
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県外の方が専門分野や興味のある分野での仕事がある

県内より県外の生活環境が魅力的

現在の地域や環境から離れたい

県内の交通やインフラが不便

趣味や興味に関連するアクティビティが多い

県内の仕事の機会が限られている

県内の給与水準が低い

将来の家族計画やライフスタイルに合わない

その他

「いいえ」と答えた理由

まだ将来のことを決めていない

地域に対する強い希望がない

その他

「未定」と答えた理由

はい

20%

いいえ

35%

未定

45%

将来的に県内に戻る（Uターン）
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■県外進学希望生徒と進学先の希望地域が未定の生徒に対し、将来的に群馬県に戻る（Ｕターンする）意向があるかを聞いたところ、意向ありは20％、なしは35％、
「未定」が45％であった。最も多い「未定」の生徒にＵターン就職の魅力を伝え、意向を持ってもらうこともＵターン意向を効果的であると推測される。
■Ｕターン意向ありの生徒が、群馬に戻りたいと考えている年齢は「決めていない」が35％と最も多かったが、次いで「30～34歳」が21％、「25～29歳」が16％と、
県外である程度のキャリアを積んでから県内に戻りたいという意向が確認できた
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何歳くらいで群馬に戻りたいか

・在学時だけでなく卒業後も、企業情報提供など継続支援検討すべき支援策
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８ Uターンのために生徒が求める支援策
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県内の住居支援や住宅手当の提供

Uターン就職に特化した奨学金や補助金の提供

地元における起業支援

県内企業のインターンシップや職場体験の機会の提供

地元の文化や生活環境に適応するための支援プログラム

県内企業との交流会等イベントの開催

Uターンの成功事例や体験談の紹介

Uターン就職に関する情報提供や相談窓口の設置

その他

県内に戻るために求める支援策 ※最大3個まで選択可

■生徒が求める支援策としては「住居支援や住宅手当の提供」「Ｕターン就職に関する奨学金や補
助金」が最も多く、金銭的な負担を軽減する内容が求められている

検討すべき支援策
・ 奨学金返還支援など、選ばれる企業となるための取組支援
・ 就職活動に係る交通費、就職時の移転費などへの負担軽減策



９ 県内就職支援の方向性

13

○アンケート結果等から、検討すべき施策のなかでも、これまで十
分でなかった以下について、特に取組を強化したい。

【重点項目】
   ①高校生などに対して、県外進学前など、早期の県内企業等の情報提供
   ②進路決定時の主な相談相手である、保護者や学校関係者等への情報提供
   ③県内での魅力あるライフスタイルの訴求

【県内企業の皆様へ】
県内企業の皆様においては、引き続き、Ｕ・Ｉターン事業について連携した

取組をお願いするとともに、アンケート結果について、採用活動などの参考に
していただければ幸いです。
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